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広報おおいずみ　Ｈ28.7.10　Vol.838 (2) 

　「ずっと住みたい私のまち　おおいずみ」をテーマに住民総参

加、手作りの祭りとして、町民の皆様に親しまれている大泉まつ

り。たくさんの行事が行われますので、ぜひお楽しみください。
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□７月２３日松

・山車の巡回

・消防コーナー

・Ｖｉｖａ☆Ｒｉｏ！ライブステージ

・大泉町観光協会コーナー

・楽市・楽座

・消防団パレード

・山車のパレード

・アマゾンジャングルアドベンチャー

・グリーンロード商店会ライブ

・子供みこしのパレード

・ジャンボ・ビンゴ大会

・大人みこしの渡御

・阿波踊り

・サンバ・ミニ・パレード

・山車の競演

・大泉太鼓

・夜店

□７月２４日掌

・山車の巡回

・Ｖｉｖａ☆Ｒｉｏ！ライブステージ

・第３２回ヤングミュージックフェス

ティバル

・大泉町観光協会コーナー

・楽市・楽座

・街頭パレード

・山車のパレード

・グリーンロード商店会ライブ

・ダンスコンテスト～舞道ＢＵＤＯ～

・中部サマーフェスティバル

・よさこいソーラン

・大人みこしの渡御

・山車の競演

・大泉太鼓

・夜店

荒天によるプログラムの変更や緊急時情報をツイッター

（https://twitter.com/oizumi_koho）やフェイスブック（https://

facebook.com/oizumi.town）でお知らせします。

※大泉まつり会場内での小型無人機（ドローン）の使用は

禁止です。詳しくは、商工振興課（内線１３７）へ。
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【
迂
回
ル
ー
ト
】

　
７
月
　
日
松
・
　

日
掌
に
開

２３

２４

催
さ
れ
る
「
第
　
回
大
泉
ま
つ

４４

り
」
の
交
通
規
制
に
よ
り
、
両

日
と
も
に
、
迂
回
運
転
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
た
め
「
西
小
泉

駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
お
よ

び
「
老
人
セ
ン
タ
ー
入
口
」
の

バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
な
い
時

間
帯
が
あ
り
ま
す
。「
西
小
泉
駅

前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
お
よ
び

「
老
人
セ
ン
タ
ー
入
口
」を
ご
利

用
の
人
は
、「
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店

前
」
ま
た
は
「
松
原
新
道
」
の

バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
迂
回
ル
ー
ト
と
な
る
時
間

・
太
田
記
念
病
院
行
き（
上
り
）

千
代
田
町
役
場
前

発
…
午
後
３
時
　１５

分
発
、
午
後
５
時

　
分
発

３５
・
千
代
田
町
役
場
前

行
き
（
下
り
）
太

田
記
念
病
院
発
…

午
後
２
時
５
分

発
、
午
後
４
時
　２５

分
発
、
午
後
６
時

　
分
発

４５
　
ま
た
、
山
車
の
出

発
式
の
た
め
、「
大
泉

町
役
場
前
」
の
バ
ス

停
は
、
７
月
　
日
松

２３

午
前
９
時
～
　
時
ま

１１

で
、
役
場
敷
地
外
に

臨
時
的
に
移
動
し
ま
す
。
該
当

の
時
間
に
「
大
泉
町
役
場
前
」

の
バ
ス
停
を
ご
利
用
の
人
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

□
臨
時
バ
ス
停
と
な
る
時
間

・
太
田
記
念
病
院
行
き（
上
り
）…

午
前
９
時
　
分
「
大
泉
町
役
場

５４

前
」
発

・
千
代
田
町
役
場
前
行
き
（
下

り
）
…
午
前
９
時
５
分
「
大
泉

町
役
場
前
」
発

　
ご
利
用
の
お
客
様
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線

２
１
７
）
へ
。

▲「あおぞら」の迂回ルート

▲臨時バス停の位置図

あおぞら上り路線

あおぞら下り路線

バス停

千代田町
役場前行き

太田記念
病院行き

使用できないバス停

西小泉駅

寿司屋

松原新道
（上り）

松原新道
（下り）

老人センター入口

西小泉駅前
バスターミナル

ファミリーレストラン

大泉町役場

スーパー

商工会

臨時バス停
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広
域
公
共
バ
ススススススススススス
「「「「「「「「「「
ああああああああああ
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らららららららららら

「
あ
お
ぞ
ら
」」」」」」」」」」」ののののののののののの

迂迂迂迂迂迂迂迂迂迂
回回回回回回回回回回
 迂
  回
 ルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
とととととととととと

ル
ー
ト
と
ババババババババババ
スススススススススス
停停停停停停停停停停
のののののののののの
移移移移移移移移移移

バ
ス
停
の
移
動動動動動動動動動動動

う
 

か
い

　
７
月
　
日
松
、　

日
掌
に
行
わ
れ
る
大
泉
ま

２３

２４

つ
り
の
交
通
規
制
や
山
車
の
出
発
式
に
伴
い
、

広
域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
が
迂
回
運
転
を

行
い
ま
す
。
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【
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
】

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
　
歳
未

２０

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

□
申
請
で
き
る
人
　
大
泉
町
に

住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
対

象
児
童
を
監
護
、
養
育
し
て

い
る
人

□
対
象
児
童
　
身
体
障
害
者
手

帳
１
～
３
級
程
度
の
身
体
障

害
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ

程
度
の
知
的
障
害
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
程

度
の
精
神
障
害
ま
た
は
日
常

生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け

る
程
度
の
知
的
障
害
も
し
く

は
精
神
障
害
な
ど
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
等
級
は
あ
く
ま

で
も
目
安
で
す
）

□
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
　
申
請
者
か
児
童
が
日
本

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
や
、
児
童
が
障
害
を
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
や
、
児
童
が

児
童
福
祉
施
設
（
通
所
施
設

を
除
く
）
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合
な
ど

□
所
得
制
限
　
申
請
者
本
人
、

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者

（
家
族
な
ど
）
の
前
年
（
１
月

か
ら
６
月
ま
で
の
申
請
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す

□
手
当
月
額

・
１
級
…
５
万
１
５
０
０
円

・
２
級
…
３
万
４
３
０
０
円

□
支
払
月
　
４
月
、
８
月
、　１１

月
の
年
３
回
（
支
払
月
の
前

月
ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
な
お
、　

月
は
　
月
分

１１

１１

も
払
わ
れ
ま
す
）

□
申
請
手
続
　
町
が
受
付
窓
口

と
な
り
ま
す
の
で
、
最
初
に

申
請
者
や
児
童
の
状
況
を
直

接
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

□
利
用
期
間
　
７
月
　
日
昭
～

２１

８
月
　
日
掌

２８

□
利
用
施
設

・
カ
リ
ビ
ア
ン
ビ
ー
チ
（
桐
生

市
新
里
町
野
４
６
１
　
緯
０

２
７
７
・
　

・
２
１
２
１
）

７０

・
ア
ク
ア
パ
ラ
ダ
イ
ス
パ
テ
ィ

オ
（
埼
玉
県
深
谷
市
樫
合
７

６
３
　
緯
０
４
８
・
５
７
４
・

５
０
０
０
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
お
よ
び
幼
児

【
利
用
券
の
交
付
】

　
交
付
場
所
の
休
業
日
・
休
館

日
に
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
交
付
期
間
　
７
月
　
日
昭
～

１４

８
月
　
日
掌

２８

□
交
付
場
所
　

・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
（
日

の
出
　
の
１
）

５５

・
町
民
体
育
館
（
仙
石
３
の
　２２

の
１
）

・
文
化
む
ら
（
朝
日
５
の
　
の
２４

１
）

□
休
業
日
・
休
館
日

・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
…

土
・
日
曜
日
、
祝
日

・
文
化
む
ら
…
毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
、
７
月
　
日
捷
は
開

１８

館
し
、
７
月
　
日
昇
を
休
館

１９

と
し
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
交
付
場
所
へ
直

接
申
請
す
る
（
１
人
１
日
分

の
申
請
を
毎
回
提
出
。
ま
と

め
て
数
日
分
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）

※
利
用
時
間
や
制
限
な
ど
詳
し

く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課

へ
。

　
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
無
料
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
　
内
線
３
０
４
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【
油
の
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
】
　
油
を
排
水
に
流
し
て
し
ま
う

と
思
わ
ぬ
環
境
汚
染
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
注
意
事
項

・
油
を
雨
水
ま
す
や
道
路
側
溝

に
流
さ
な
い

・
燃
料
タ
ン
ク
、
機
械
類
か
ら

油
が
漏
れ
て
い
な
い
か
こ
ま

め
に
点
検
す
る

・
飲
食
店
な
ど
で
油
水
分
離
槽

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
油
が
溜
ま
り
す
ぎ
て
い

な
い
か
定
期
的
に
確
認
す
る

【
廃
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

水
質
浄
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ

た
天
ぷ
ら
油
や
賞
味
期
限
の
過

ぎ
た
食
用
油
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
た
食
用

油
は
環
境
課
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
町
内
の
水
路
で
油

流
出
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
油
を
そ
の
ま
ま
流

し
て
し
ま
う
と
、
農
作
物
や
動

植
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
川
や

沼
を
汚
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

□
場
所
　
環
境
課
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
場
合
は
、
役
場

正
面
玄
関
）

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
　
分
１５

□
回
収
す
る
油
　
植
物
性
お
よ

び
動
物
性
の
食
用
油
（
サ
ラ

ダ
油
、
コ
ー
ン
油
、
紅
花
油
、

ご
ま
油
、
ラ
ー
ド
な
ど
）

□
出
し
方
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
に
入
れ
て
、
環
境
課
へ
持

参
す
る
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
、
正
面
玄
関
で

日
直
に
渡
す
）。
な
お
、エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱
物
油

や
、
凝
固
剤
で
固
め
た
油
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
絶

対
に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者高齢者叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲

　
油
の
扱
い
と
廃
食
用
油
の
回
収
に
つ
い
て

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２

　昨年度、戦後７０周年を記念して開催した企

画展の資料（写真パネル）を中心に展示公開し

ます。

□期日 　８月２日昇～１５日捷

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□場所　役場１階町民ホール（日の出５５－

１）

□内容　町が所蔵する本町の戦争関連の写真

資料などを中心に展示

□費用　無料（自由に見学できます）

※事前の申込は不要。詳しくは、スポーツ文

化振興課（内線３０４）へ。

写真で見る

大泉町の戦中・戦後の歴史

▲中島飛行機叙小泉製作所　爆撃の様相

　高齢者叙勲で、川島

浩重氏（２３区・８８歳）

が地方自治功労によ

り旭日単光章を受章

されました。氏は、昭

和４８年から昭和６０年

まで、３期にわたり大

泉町議会議員として

重責を務め、住民福祉

の向上に尽力されま

した。また、建設常任委員会副委員長を通算

４年間務めるなど卓越した指導力をもって、

社会資本の整備や生活環境の改善に努め、町

の発展に尽力されました。栄えある受章を心

よりお喜び申し上げますとともに、氏のます

ますのご健勝をお祈りいたします。

 川  島  浩  重 氏
かわ しま ひろ しげ

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめでででででででででででででででででででででとととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすおめでとうございます！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



広報おおいずみ　Ｈ28.7.10　Vol.838 (6) 

　
町
で
は
、
平
成
　
年
４
月
採

２９

用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
大
学
卒
業
者

の
一
般
事
務
職
員
お
よ
び
土
木

技
術
職
員
の
受
付
は
終
了
し
ま

し
た
。

□
職
務
内
容

・
一
般
事
務
職
員
…
役
場
や
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
配
属
さ
れ
、
一
般
行
政
事

務
に
従
事
し
ま
す

・
土
木
技
術
職
員
…
道
路
・
河

川
・
上
下
水
道
・
都
市
計
画

な
ど
に
関
す
る
企
画
・
設
計
・

施
工
管
理
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
ま
す

・
保
育
士
職
員
…
町
立
保
育
園

の
保
育
業
務
な
ど
に
従
事
し

ま
す

・
保
健
師
…
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
行
政

各
分
野
に
関
す
る
保
健
師
業

務
に
従
事
し
ま
す

・
身
体
障
害
者
採
用
…
右
記
の

一
般
事
務
職
員
と
同
様

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
捷
～

１１

８
月
　
日
晶
　
午
前
８
時
　

１２

３０

分
～
午
後
５
時
　
分
（
た
だ

１５

し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
期
限
内
必
着

　
平
成
　
年
４
月
採
用
予
定

　
職
員
採
用
試
験

２９

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
１

受験資格試験の種類
試験

区分

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、短大卒業、または平成２９年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒業および大学卒業見込み

の人は除く）

短大卒程度

一
般
事
務

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、または平成２９年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒・短大卒および同卒業見

込みの人は除く）

高校卒程度

・昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、短大卒業、大学卒業、

または平成２９年３月までに卒業見込みの人（次の全てに該当する人）

・身体障害者手帳の交付を受けている人

・自力による通勤ができ、かつ介助なしに職務の遂行ができる人

・活字印刷文による筆記試験に対応できる人

・口述による面接試験に対応できる人

大学卒

短大卒

高校卒程度

身
体
障
害
者

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、短大卒業、または平成２９年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒業および大学卒業見込み

の人は除く）

短大卒程度
土
木
技
術 昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業、または平成２９年

３月までに卒業見込みの人（ただし、大学卒・短大卒および同卒業見

込みの人は除く）

高校卒程度

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格を有している人、

または平成２９年３月までに取得見込みの人
保育士

昭和６３年４月２日以降に生まれた人で、保健師の資格を有している人、

または平成２９年３月までに取得見込みの人
保健師

※受験資格（共通）は、日本国籍を有し、地方公務員法の欠格条項に該当しない人
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□
採
用
予
定
人
数
　
若
干
人

□
試
験
内
容

・
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験

（
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作

文
試
験
）、
口
述
（
面
接
・
討

論
）
試
験

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験

合
格
者
）
…
面
接
試
験

□
試
験
日
お
よ
び
場
所

・
第
１
次
試
験

①
筆
記
試
験
…
９
月
　
日
掌
　

１８

大
泉
町
役
場
（
日
の
出
　
の
５５

１
）

②
口
述（
面
接
・
討
論
）
試
験
…

　
月
１
日
松
・
２
日
掌
（
ど

１０

ち
ら
か
１
日
を
指
定
し
ま

す
）
大
泉
町
役
場

・
第
２
次
試
験
…
　
月
　
日
松

１０

１５

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試

験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

□
合
格
者
の
発
表

・
第
１
次
試
験
…
　
月
上
旬

１０

・
第
２
次
試
験
…
　
月
上
旬

１１

□
採
用
　
合
格
者
は
、
採
用
候

補
者
名
簿
に
登
載
し
、そ
の
中

か
ら
採
用
者
を
決
定
し
ま
す

□
給
与
　
給
与
条
例
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

□
申
込
用
紙
の
請
求
・
申
込
先

総
務
課
人
事
係
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.o

izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）か
ら
も
申

込
用
紙
な
ど
必
要
書
類
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

□
申
込
方
法

・
必
要
書
類
を
あ
わ
せ
て
総
務

課
人
事
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い

・
申
込
書
は
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
だ
上
で
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
２
枚
（
上
半
身
、

脱
帽
、
６
か
月
以
内
の
も
の
）

を
貼
付
場
所
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
・
郵
送
提
出
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い

□
必
要
書
類

・
採
用
試
験
申
込
書

・
自
己
紹
介
シ
ー
ト

・
返
送
用
封
筒
（
宛
名
部
分
に

住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、
３

９
２
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

長
形
３
号
封
筒
）

・「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
写
し

と
「
身
体
障
害
の
状
況
に
関

す
る
申
出
書
」（
身
体
障
害
者

採
用
を
申
し
込
む
人
）

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
人
事
係

へ
。

　介護保険の要介護認定（要支援認定）を受け

た人に対して、利用者の負担割合を示す介護保

険負担割合証が発行されています。現在の負担

割合証は７月末日までで期限が切れますので、

新しい負担割合証を７月末日までに郵送しま

す。この負担割合証は介

護保険のサービスを利

用するときに必要にな

りますので、介護保険被

保険者証とともに大切

にお持ちください。

※詳しくは、国保介護課

介護保険係（緯５５・２６３２）

へ。

介護保険負担割合介護保険負担割合証証

の更新時期になりました

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　６月２３日に開催された公

平委員会において、青木和

延氏（１０区・６７歳）が委員

長に選出され、 窪  田  君  子 氏
くぼ た きみ こ

（１８区・７０歳）が委員長職

務代理者に指名されまし

た。今後のご活躍をご期待

申し上げます。

公平委員会委員長が
決まりました

 青  木  和  延 氏
あお き かず のぶ

　町では、７月１日付けで職員（退職者を含む）

の人事異動を行いました。

※（　）内は前職

【課員】

■都市建設部

□下水道課付（群馬東部水道企業団派遣）周藤泰

典（大泉町外二町環境衛生施設組合）

【退職者】（６月３０日付け）

千吉良恵美（健康推進部健康づくり課主幹）、野口

真由美（同主査）、毒嶋一夫（都市建設部下水道課

付主査（再任用））

７月１日付け　町職員人事異動
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

【
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
）
の
更

新
手
続
き
】

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
対
象

者
が
医
療
機
関
で
保
険
診
療
を

受
け
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
現
在
、
母
子
家
庭
や
父
子

家
庭
な
ど
の
人
で
、
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
町
よ
り
通
知
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
期
間
内
に
更
新

に
来
ら
れ
な
い
人
は
非
該
当
と

な
り
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
受
給
し
て
い

な
い
人
で
、
次
の
対
象
者
に
該

当
す
る
人
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
７
月
　
日
捷
～
　
日

２５

２９

晶
□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
７
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
者

・
　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

１８て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
母

子
（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

・
　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

１８て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
父

子
（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

・
父
母
の
い
な
い
　
歳
未
満
の

１８

児
童（
所
得
税
５
万
円
未
満
）

　
な
お
、
配
偶
者
に
は
、
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
人
も
含
み
ま
す

□
更
新
に
必
要
な
書
類

①
健
康
保
険
証
（
対
象
者
全
員

の
も
の
）

②
印
鑑

③
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

④
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
課

２７

税
状
況
が
わ
か
る
も
の
（
平
成

　
年
１
月
１
日
現
在
、
大
泉

２８町
に
住
所
が
あ
る
人
は
不
要
）

■
福
祉
医
療
制
度
を
利
用
す
る

人
へ
の
お
願
い

　
福
祉
医
療
制
度
は
皆
さ
ん
の

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
将
来
に
わ
た

り
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
適

正
な
受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）が
新
し
く
な
り
ま
す
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
が
８
月
１
日
か

ら
新
し
く
な
り
、
保
険
証
の
色

が
青
色
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１

日
以
降
、
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
さ
れ
る
際
は
、
新
し
い
保
険

証
を
窓
口
で
ご
提
示
く
だ
さ

い
。

■
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

を
回
収
し
ま
す

□
期
間
　
８
月
１
日
捷
～
　
月
１１

　
日
昌
　

３０
□
回
収
箱
設
置
場
所
　
役
場
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

町
公
民
館
、
町
公
民
館
南
別

館
、
図
書
館
、
町
民
体
育
館
、

文
化
む
ら
、
い
ず
み
の
杜
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
町
内

　
国
保
介
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

忘れずに手続
きを

しましょう！ 詳しくは
国保介護課へ！

(9) 広報おおいずみ　Ｈ28.7.10　Vol.838

の
一
部
の
医
療
機
関

■
負
担
割
合

　
負
担
割
合
（
一
部
負
担
金
）

は
前
年
中
（
１
月
か
ら
７
月
ま

で
は
前
々
年
中
）
の
所
得
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
地

方
税
に
お
け
る
扶
養
控
除
の
見

直
し
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
前

年
の
　
月
　
日
（
１
月
か
ら
７

１２

３１

月
ま
で
は
前
々
年
の
　
月
　

１２

３１

日
）
時
点
で
世
帯
主
で
あ
り
、

同
一
世
帯
に
合
計
所
得
が
　
万
３８

円
以
下
の
　
歳
未
満
の
世
帯
員

１９

が
い
る
被
保
険
者
で
あ
る
場
合

は
、
世
帯
員
の
年
齢
と
人
数
に

応
じ
た
次
の
金
額
の
合
計
額
を

住
民
税
課
税
所
得
か
ら
控
除
し

て
負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

・
　

歳
未
満
の
世
帯
員
…
一
人

１６に
つ
き
　
万
円

３３

・
　

歳
以
上
　
歳
未
満
の
世
帯

１６

１９

員
…
一
人
に
つ
き
　
万
円

１２

□
３
割
負
担
　
同
一
世
帯
に
住

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
人

□
１
割
負
担
　
３
割
負
担
に
該

当
し
な
い
人
（
た
だ
し
、
住

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
も
、
世
帯
に
昭
和

　
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ

２０の
被
保
険
者
が
お
り
、か
つ
、

被
保
険
者
全
員
の
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

が
２
１
０
万
円
以
下
の
人
は

１
割
負
担
に
な
り
ま
す
）

□
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な

る
人
　
３
割
負
担
に
該
当
す

る
人
の
う
ち
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人

で
、
そ
の
人
の
収
入
額
が
３

８
３
万
円
未
満
の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２
人

以
上
で
、
そ
の
人
た
ち
の
収

入
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人

で
、
同
一
世
帯
の
　
歳
以
上

７０

　
歳
未
満
の
人
と
の
収
入
合

７５計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
人

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新

　
被
保
険
者
本
人
と
同
一
世
帯

の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
医
療
費
の
窓
口
負
担

と
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
の
自

己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
は
、
有
効
期
限
が
７
月
　３１

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

の
条
件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
し
８

月
１
日
よ
り
使
用
で
き
る
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
新
し
い
保
険
証
に
同
封

し
ま
す
。

・
前
年
度
に
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交

付
を
受
け
現
在
も
該
当
し
て

い
る
人

・
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
住

２８

民
税
非
課
税
世
帯
と
な
る
人

■
短
期
被
保
険
者
証
な
ど
の
交
付

　
通
常
、
保
険
証
の
更
新
期
間

は
１
年
間
で
す
が
、
保
険
料
の

滞
納
状
況
に
よ
り
通
常
よ
り
有

効
期
間
の
短
い
保
険
証
（
平
成

　
年
１
月
　
日
期
限
）
を
交
付

２９

３１

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
特
別
な
理
由
が
な
い

の
に
納
付
状
況
が
改
善
し
な
い

と
き
は
、
医
療
費
が
一
旦
全
額

負
担
に
な
る
「
被
保
険
者
資
格

証
明
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶

予
】
　
震
災
や
火
災
、
失
業
な
ど
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
個
々
の
事
情
に
応
じ

て
保
険
料
が
減
免
ま
た
は
徴
収

猶
予
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
ま
で

に
国
保
介
護
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

□
所
得
に
よ
る
減
免
（
次
の
①

か
ら
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
こ
と
）

①
保
険
料
の
所
得
区
分
が
、
第

１
段
階
、
第
２
段
階
、
第
３

段
階
の
人

②
世
帯
員
す
べ
て
の
前
年
中
の

総
収
入
額
が
一
定
の
金
額
以

下
で
あ
る
人

③
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な

い
こ
と
、
お
よ
び
町
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

④
資
産
（
預
貯
金
、
有
価
証
券

な
ど
を
含
む
）
を
活
用
し
て

も
な
お
生
活
に
困
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
こ
と

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
本
人

を
含
め
世
帯
員
全
員
の
収
入

と
預
貯
金
の
状
況
が
確
認
で

き
る
書
類
（
預
貯
金
通
帳
な

ど
）

※
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し

く
は
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保

険
係
へ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保

険
係
ま
た
は
群
馬
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
管
理
課
（
緯

０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
２
５
）

へ
、
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

に
つ
い
て
詳
し
く
は
国
保
介
護

課
介
護
保
険
係
へ
。
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（
は
が
き
）を
申
請
者
の
ご
自
宅
へ

送
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
５
月

下
旬
ま
で
に
申
請
を
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
交
付
通
知
書
の
送
付
が

完
了
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
以
降

に
申
請
を
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は

順
次
作
業
を
し
て
い
る
状
況
で

す
。
　
ま
た
、
住
民
課
で
は
時
間
外
窓

口
と
し
て
毎
月
第
３
土
曜
日
を
除

く
土
曜
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
７
月
か
ら
　
月
ま
で
は
、
第

１１

３
土
曜
日
に
つ
い
て
も
交
付
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
交
付
時
間

と
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
平
日
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
１５

□
水
曜
延
長
窓
口
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
７
時

□
土
曜
窓
口
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時

□
交
付
場
所
　
役
場
住
民
課

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
３
）
へ
。

【
閉
館
時
間
変
更
】

　
大
泉
ま
つ
り
開
催
日
と
お
盆
期

間
中
、
図
書
館
は
午
後
５
時
で
閉

館
し
ま
す
。

　
７
月
　
日
　
・
　
日
　
は
大
泉

２３

（土）

２４

（日）

ま
つ
り
、
８
月
　
日
　
・
　
日
　

１３

（土）

１４

（日）

お
よ
び
　
日
　
は
お
盆
期
間
の
た

１６

（火）

め
、
図
書
館
は
午
後
５
時
で
閉
館

と
な
り
ま
す
。

【
子
ど
も
お
楽
し
み
会
】

　
図
書
館
で
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
ん
ぐ
り
の
会
に
よ

る
子
ど
も
お
楽
し
み
会
を
開
催
し

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
作
ろ
う
！
」
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

□
期
日
　
８
月
７
日
　（日）

　
４
月
　
日
に
発
生
し
た
「
平
成

１４

　
年
熊
本
地
震
」
に
よ
り
被
災
さ

２８れ
た
人
た
ち
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
義
援
金
の
受
付
と
義
援

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
多
く
の
ご
好
意
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
復
旧
作
業
が

長
期
化
し
て
い
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
受
付
期
限
の
延
長
を
行
い
ま

す
。
　
な
お
、
領
収
書
が
必
要
な
場
合

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　

２９

３１

日
　（金）

※
義
援
金
受
付
場
所
お
よ
び
義
援

金
箱
設
置
場
所
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。詳
し
く
は
、福
祉
課（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
ま
た
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
緯
　
・
２
２
９
４
）
へ
。

６３

　
平
成
　
年
１
月
以
降
、
マ
イ
ナ

２８

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
場
所
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
交
付
通
知
書

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

平
成
　

年
熊
本
地
震

２８

災
害
義
援
金
受
付
延
長

福
祉
課

図

書

館

か

ら

の

お

知

ら

せ

図
書
館

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け

取
り
に
つ
い
て

住
民
課

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあることか

ら、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地点を

２７地点として測定を実施しています。測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイクロシー

ベルト／時」を下回っています。また、子どもが集

まる場所を対象とした町独自の厳しい基準である

「地表面で０．２３マイクロシーベルト／時」の箇所も

ありませんでした。今後も調査を継続し、結果は随

時広報おおいずみや町ホームページにてお知らせし

ます。町ホームページをご覧になれない人には環境

課で測定結果を配布していますので、ご利用くださ

い。

□測定日　６月６日～１５日

□測定場所　町内公共施設など２７地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０７４マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４０マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　６月７日、２０日に町内２か所の浄配水場と、６月

２０日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射性物

質の検査を行った結果、それぞれ放射性物質は検出

されず、飲用に支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（６月３０日現在）】

□義援金総額　１,７８６万２,４３９円
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□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
図
書
館
１
階
　
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

□
内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど

□
出
演
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

　
各
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
花
火
指
導

　
実
際
に
花
火
を
し
な
が
ら
、
花

火
の
仕
方
を
知
ろ
う
。
当
日
は
必

ず
つ
ま
先
の
あ
る
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
緊
急
時
以
外
に
限
り

消
防
車
・
救
急
車
の
見
学
も
で
き

ま
す
。

□
期
日
・
時
間

・
北
児
童
館
…
７
月
　
日
　
　
午

２０

（水）

後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

・
南
児
童
館
…
８
月
２
日
　
　
午

（火）

前
　
時
～
　
時

１０

１１

・
東
児
童
館
…
７
月
　
日
　
　
午

２１

（木）

前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

１５

１１

１５

□
内
容
　
消
防
署
の
人
が
き
て
、

花
火
指
導
を
し
て
く
れ
ま
す

□
対
象
　
小
学
生
以
上
　
　

■
西
児
童
館

【
大
泉
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト
】

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２９

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
２
時

３０

　
分
３０

□
内
容
　
町
立
西
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
来
て
頂
き
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

■
人
権
映
画

　
西
児
童
館
、
東
児
童
館
で
は
人

権
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□
期
日
・
時
間

・
西
児
童
館
…
７
月
　
日
　
　
午

２６

（火）

後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

３０

３０

・
東
児
童
館
…
８
月
３
日
　
　
午

（水）

前
　
時
～
（
１
、
２
年
生
）、
午

１１

後
３
時
　
分
～（
３
～
６
年
生
）

３０

□
対
象
　
小
学
生
以
上

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

　
役
場
来
庁
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
町
民
ホ
ー
ル
内
に
新

た
に
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

庁
舎
フ
ロ
ア
案
内
図
、
町
内
全
域

図
、
行
事
日
程
な
ど
を
表
示
す
る

ほ
か
、
広
告
欄
を
設
け
る
こ
と
で

維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
費
用
の

町
の
負
担
は
一
切
不
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
か
ら
の
資
料
な
ど
も

随
時
設
置
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
契
約
管
財
課
（
内

線
３
０
８
）
へ
。

情報情報くらしの Information

広
告
付
き
案
内
板
を

設

置

し

ま

し

た

契
約
管
財
課

児
童
館
に
集
ま
れ
！

各
児
童
館

□納期限　８月１日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　２期

・国民健康保険税　　　　　　　１期

・介護保険料　　　　　　　　　１期

・後期高齢者医療保険料　　　　１期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額

を超えると延滞金がかかる場合があります

ので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　７月１３日、２０日、２７日および

８月３日、１０日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　７月１６日、２３日、３０日および

８月６日、１３日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあ

りますので、事前にご確認ください。

今月の納期

前月対比６月末日現在の数

７８４１，４６４　人
人 口

(５８)（６，９５８　人)

４３２１，７１１　人
男

(３５)(３，７８５　人)

３５１９，７５３　人
女

(２３)(３，１７３　人)

３６１８，８１６世帯
世帯数

(２７）(３，５３０世帯)

出  生　３４人　　死  亡　２３人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２８年累計６月分

５（５）件２（２）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

４，９１０，０００円
（調査中のものは除く）

調査中△損 害 額

７６１件１２９件△救 急 出 動

９０件１１件 煙交 通 事 故

５０６件８６件 煙急 病

１６５件３２件 煙そ の 他
・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９
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夏
休
み
期
間
中
、
い
ず
み
の
杜

ラ
ウ
ン
ジ
に
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。
利
用
料
金
は
無
料
で

す
。
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
に
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８
月
　

２１

（木）

２６

日
　（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
９
時

１０

（
た
だ
し
、小
中
学
生
の
利
用
は

午
後
６
時
　
分
ま
で
）

３０

※
詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
（
緯

　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
F
M
ラ

ジ
オ
放
送
「
み
み
よ
り
O
I
Z
U

M
I
」
の
１
日
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
５
日
　（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１０

３０

３
時
　
分
（
予
定
）

３０

□
集
合
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル

（
日
の
出
　
の
１
）

５５

□
内
容
　
F
M
ラ
ジ
オ
放
送
「
み

み
よ
り
O
I
Z
U
M
I
」
で
放

送
さ
れ
て
い
る
「
町
の
新
鮮
な

話
題
を
ご
紹
介
！
」
の
コ
ー

ナ
ー
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
験

を
行
い
ま
す
（
実
際
に
８
月
中

に
放
送
し
ま
す
）

□
対
象
　
町
内
の
小
学
４
年
生
～

６
年
生

□
定
員
　
２
組
８
人（
３
～
４
人
１

組
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
広
報
情
報
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.oizu

m
i.g
unm
a
.jp/

）か
ら
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２９

（金）

□
持
参
す
る
物
　
昼
食
、
飲
み
物

□
費
用
　
１
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
と
し
て
。
当
日
お
支
払
い
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
広
報
情
報
課
（
内

線
２
１
５
）
へ
。

　
太
田
市
に
あ
る
指
定
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
あ
り
す
で
は
、
利
用
者

の
人
が
日
々
の
作
業
の
中
で
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
作
業
で
製

作
し
た
藍
染
め
や
手
織
り
の
製
品

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
７
月
　
日
　
・
　
日
　

２３

（土）

２４

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１１

□
場
所
　
今
井
酒
造
店
内
喫
茶
室

サ
ロ
ン
か
ぜ
く
ら
（
太
田
市
鳥

山
中
町
７
４
６
の
２
）

□
内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
あ
り

す
で
活
動
を
し
て
い
る
利
用
者

の
み
な
さ
ん
が
製
作
し
た
藍
染

め
製
品
を
中
心
に
、
織
物
、
木

工
製
品
な
ど
を
数
多
く
販
売

※
詳
し
く
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

あ
り
す
（
緯
　
・
２
２
８
５
）
へ
。

４９

【
実
技
救
命
講
習
】

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱

い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
７
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
場
所
　
消
防
本
部
５
階
（
太
田

市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
対
象
　
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習

を
事
前
に
受
講
済
み
の
大
泉

町
・
太
田
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生
以

上
）
な
お
、
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ

講
習
に
つ
い
て
詳
し
く
は
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.city.ota

.g
unm
a
.jp/0
0
5
g

yosei/0
1
5
0
-0
0
1
shoub

ou/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
中
央
消
防
署
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

【
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
】

□
期
日
　
８
月
４
日
　
・
５
日
　

（木）

（金）

□
場
所
　
太
田
市
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
熊
野
町
　２３

の
　
）
１９

□
内
容
　
消
防
法
令
に
よ
り
一
定

規
模
の
施
設
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
防
火
管
理
者
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

□
定
員
　
１
５
０
人

□
申
請
書
配
布
場
所
　
最
寄
り
の

各
消
防
署
に
あ
り
ま
す

□
申
込
方
法
　
７
月
　
日
　
・
　

１２

（火）

１３

日
　
に
、
県
消
防
設
備
協
会
へ

（水）
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
窓
口
へ
持
参

し
提
出
す
る

□
費
用
　
６
５
０
０
円

※
実
技
救
命
講
習
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
中
央
消
防
署
（
緯
　
・
６
１
１

３２

９
）、
防
火
管
理
者
資
格
講
習
会
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本

部
予
防
課（
緯
　
・
０
２
０
２
）へ
。

３３

□
期
日
　
７
月
　
日
　
、
８
月
６

２６

（火）

日
　
、　

日
　
、
９
月
４
日
　

（土）

２３

（火）

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
県
立
太
田
産
業
技
術
専

門
校
（
太
田
市
新
野
町
１
５
７

の
１
）

□
内
容
　
各
訓
練
コ
ー
ス（
機
械
・

電
気
・
自
動
車
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
溶

接
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
目
標

資
格
お
よ
び
就
職
先
、
経
費
な

ど
を
詳
し
く
説
明

□
対
象
　
入
校
を
検
討
し
て
い
る

人
お
よ
び
そ
の
保
護
者
な
ど

□
申
込
方
法
　
県
立
太
田
産
業
技

術
専
門
校
に
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
立
太
田
産
業
技

術
専
門
校（
察
　
・
１
７
７
６
）へ
。

３１

　
健
康
づ
く
り
課
で
は
、
中
学
生

と
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
い
っ

し
ょ
に
過
ご
し
「
子
育
て
や
命
の

大
切
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
う
交
流

会
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
・
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
交

流
会
に
協
力
し
て
く
れ
る
０
～
３

歳
位
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
保
護

者
、
あ
わ
せ
て
参
加
を
希
望
す
る

中
学
生
も
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
１
日
　
・
２
日
　
、

（月）

（火）

４
日
　
　

（木）

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
思
春
期
の
栄
養
・
命
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校

ナ

ツ

テ

ン

あ

り

す

ｖ

ｏ

ｌ

.

８

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
あ
り
す

み
み
よ
り
O
I
Z
U
M
I

１
日
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
験

広
報
情
報
課

実

技

救

命

講

習

／

防

火

管

理

者

資

格

太
田
市
消
防
本
部

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
・

サ

マ

ー

セ

ミ

ナ

ー

健
康
づ
く
り
課

夏
休
み
学
習
コ
ー
ナ
ー

い
ず
み
の
杜
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定例相談
町民相談

月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
７月１４日昭・２１日昭・２８日昭

８月４日昭・１８日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
８月９日昇

午後１時３０分～４時

日時

町公民館工芸室（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

消費生活相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

日時

消費生活センター（役場内）場所
消費生活相談員担当
消費生活に関するトラブルなど内容

※詳しくは、消費生活センター（緯６３・３５１１）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
、
妊

婦
体
験
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会
、昼
食
会
な
ど（
軽

食
を
用
意
し
ま
す
）

□
対
象
　
０
～
３
歳
位
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
、
町
内
の
中

学
生

【
０
～
３
歳
位
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
】

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

２５

（月）

□
持
参
す
る
物
　
お
子
さ
ん
の
身

の
回
り
品
、
成
長
の
記
録
を
つ

づ
っ
た
物
な
ど

【
中
学
生
】

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

４０

１
時

□
申
込
方
法
　
各
学
校
へ
直
接
申

し
込
む

□
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１４

（木）

□
持
参
す
る
物
　
本
人
の
母
子
手

帳
、自
分
史
ノ
ー
ト
、筆
記
用
具

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

１０

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
講
師
　
後
藤
幸
彦
氏
（
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
に

電
話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
群
馬
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料

法
律
相
談
会
を
県
下
一
斉
に
開
催

し
ま
す
。

□
期
日
　
７
月
　
日
　

３０

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

□
場
所
　
文
化
む
ら
第
１
研
修
室

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、群
馬
司
法
書
士
会（
緯

０
２
７
・
２
２
４
・
７
７
６
３
）へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　

１０

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午（
受
付
）

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
）

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
緯
　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

□
財
政
調
整
基
金
寄
附
金

・
森
　
昭
　
　
　
　
　
　
３
万
円

・
館
林
信
用
金
庫
理
事
長
　
早
川

茂
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

県
下
一
斉
司
法
書
士

法

律

相

談

会

群
馬
司
法
書
士
会

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

福
祉
課

こ
こ
ろ
の
健

康

相

談

健
康
づ
く
り
課
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

知っているようで知らない国

民年金。ここでは、国民年金

についての情報をお知らせし

ていきます。

※詳しくは、住民課（内線

１２４）、または太田年金事務所

（緯４９・３７１６）へ。

第１６回　若年者納付猶予制度と学生納付特例制度

　
国
民
年
金
に
は
、
一
般
の

保
険
料
免
除
制
度
の
他
に

も
、　

歳
未
満
の
人
に
限
り

５０

申
請
で
き
る
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
や
、
学
生
の
人
に
限

り
申
請
で
き
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
本
人
、
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
歳
未
満
の
人
に
限
り
申
請

３０で
き
る
制
度
で
し
た
が
、
平

成
　
年
７
月
か
ら
対
象
年
齢

２８
が
　
歳
未
満
の
人
ま
で
拡
大

５０
さ
れ
ま
し
た
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。各
種
学
校
の
学
生
は
、

修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
、

都
道
府
県
な
ど
の
認
可
を
受

け
て
い
る
学
校
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
申
請
に
は
有
効
期

限
が
確
認
で
き
る
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
の

原
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
ま
た
は
学
生
納
付
特
例

制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
は
入
り
ま
す

が
、　

年
以
内
に
納
付
し
な

１０

い
場
合
、
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な

い
た
め
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
フ
＊
ラ
ブ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
瀬
名
泉

みんなのみんなの
イラストイラスト

朝
顔
の
花
数
え
合
う
小
さ
き
手

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

よ
く
似
合
う
中
年
女
性
の
夏
帽
子

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

庭
隅
に
咲
き
て
楽
し
き
姫
女
苑

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

頂
き
て
小
さ
き
白
磁
に
新
茶
汲
む

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

ウ
イ
ン
ド
に
姿
勢
正
し
て
街
薄
暑

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

生
命
の
息
吹
き
の
色
や
柿
若
葉

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

お
く
れ
毛
の
か
す
か
な
湿
り
夏
め
け
る

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

ア
ル
プ
ス
の
山
並
は
え
る
代
田
か
な

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句

６月２６日、活きな世界のグルメ横丁に行って

きました。

□村山町長のコメント　「グルメ横丁にあわ

せて、フリーマーケットと骨董市が６月より

同時開催されることになりました。皆さんも

ぜひ足をお運びください。」

(15) 広報おおいずみ　Ｈ28.7.10　Vol.838

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
匿
名
希
望

　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｉ
広

報
紙
」で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
ｉ
広
報
紙
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
ｉ
広
報
紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://ikou

hou
shi.jp

/lp
/g
u
n

m
a
_oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！「ｉ広報紙」

ＱＲコード

雨
あ
と
の
土
は
温
と
く
匂
ひ
立
ち

春
の
地
球
は
膨
ら
ん
で
ゆ
く

濱
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

庭
の
藤
静
か
な
葉
陰
に
十
本
の

実
を
垂
ら
し
居
り
い
ん
げ
ん
の
様

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

施
設
に
て
世
話
を
受
け
つ
つ
様
様
な

人
間
模
様
見
聞
き
し
た
り

森
き
ん
（
　
区
）

１４

痛
み
た
る
足
を
さ
す
り
て
動
か
し
て

術
後
二
十
日
の
夜
を
耐
へ
ゐ
る

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

喜
寿
迎
う
る
年
に
開
き
し
ク
ラ
ス
会

近
況
告
ぐ
る
声
も
明
る
き

村
田
厚
子
（
２
区
）

こ
ん
な
腸
を
何
と
言
ふ
か
と
医
師
が
問
ふ

答
へ
は「
チ
ョ
ウ
キ
レ
イ
」笑
ひ
つ
つ
言
ふ

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

裏
の
犬
名
前
は
は
る
さ
め
は
る
と
呼
ぶ

人
が
来
た
と
き
吠
え
て
知
ら
せ
る

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

－

い
ず
み
俳
壇

－

青
嵐
し
ず
ま
り
火
星
灯
り
た
り

林
　
宣
子
（
１
区
）

白
靴
に
今
日
の
ひ
と
日
の
遊
び
泥

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

馥
郁
と
古
書
の
移
り
香
梅
雨
に
入
る

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

植
田
道
風
に
押
さ
れ
て
歩
き
け
り

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

三
世
代
 穢
 れ
祓
い
し
茅
の
輪
か
な

け
が

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

夕
凪
の
海
を
見
下
ろ
し
露
天
風
呂

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

初
夏
の
夜
や
影
絵
の
ご
と
く
木
々
ゆ
れ
る

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

ふ
る
里
や
田
水
ゆ
た
か
に
富
士
の
影

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

七
変
化
こ
だ
わ
り
を
す
て
し
な
や
か
に

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

梅
た
わ
わ
梅
干
梅
酒
梅
ジ
ュ
ー
ス

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

さ
く
ら
ん
ぼ
一
つ
二
つ
と
数
え
分
け

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

落
日
の
大
き
く
炎
ゆ
る
麦
の
秋

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

栗
の
花
シ
ル
バ
な
び
か
せ
悠
然
と

青
空
に
映
え
美
味
を
楽
し
み
に

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－
や
よ
い
短
歌
会

－

四
十
路
過
ぎ
夫
を
亡
く
し
た
我
が
年
を

超
え
た
る
娘
の
幸
せ
う
れ
し

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

や
わ
ら
か
き
さ
や
に
並
び
て
育
ち
た
る

そ
ら
豆
と
り
出
す
ふ
る
さ
と
思
い

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

真
夜
中
に
南
の
空
に
輝
い
て

 地
球
 に
近
づ
く
火
星
赤
く
見
ゆ

ア
ー
ス

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

日
本
人
の
横
綱
不
在
の
大
相
撲

こ
の
状
態
の
変
る
の
は
い
つ

入
谷
宗
二
（
　
区
））

２０

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
マ
リ
ー
ち
ゃ
ん
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
６
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
雨
の
日
の
過
ご
し
方
」
に

寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
練
習
を
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
ク
イ
ズ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
身
体
の
リ

ズ
ム
ま
た
は
読
書
に
専
念
し
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
事
と
し

て
い
ま
す
。

堀
本
忠
男
さ
ん
（
　
区
）

１６

　
日
記
を
つ
け
始
め
て
６
年
半

突
入
。
昔
の
日
記
を
読
み
返
し

懐
か
し
さ
に
ド
ッ
プ
リ
浸
か
っ

て
苦
笑
い
し
て
ま
～
す
。

匿
名
希
望

「
お
と
な
の
ぬ
り
絵
」
に
は

ま
っ
て
い
ま
す
。
雨
だ
と
庭
の

手
入
れ
も
な
い
の
で
落
ち
つ
い

て
専
念
で
き
る
の
で
時
間
も
忘

れ
て
集
中
し
て
ま
す
。
脳
の
方

に
も
よ
い
影
響
を
与
え
て
く
れ

る
と
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。橋

本
真
知
子
さ
ん
（
　
区
）

１９

　
雨
の
日
は
、
カ
エ
ル
の
鳴
き

声
や
、
雨
宿
り
し
て
い
る
、
す

ず
め
の
鳴
き
声
が
響
き
ま
す
。

そ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
の
～

ん
び
り
お
茶
を
頂
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

匿
名
希
望

　
掃
除
を
す
ま
せ
、
ス
ッ
キ
リ

し
た
空
気
の
中
で
本
を
読
ん
で

過
ご
す
の
が
好
き
で
す
。

宮
越
加
代
子
さ
ん
（
　
区
）

１７

　
外
の
事
（
庭
そ
う
じ
な
ど
）

は
で
き
な
い
の
で
家
の
中
で
普

段
や
ら
な
い
か
た
づ
け
を
し
た

り
、
買
っ
て
読
ん
で
い
な
い
本

を
読
ん
で
ま
す
。

匿
名
希
望

「
雨
の
日
の
過
ご
し

方
」
を
教
え
て
！

糸
ス
ッ
キ
リ
と
…

糸
ハ
ー
モ
ニ
カ

糸
の
ん
び
り
お
茶
を

糸
苦
笑
い
…

糸
普
段
や
ら
な
い
こ
と
を

糸
ぬ
り
絵

広報クイズ

①今年の大泉まつりは第○回？ （伺２ページ）
　佳４３ 加４４ 可４５

②広域公共バス○○○○ （伺３ページ）
　佳あおぞら 加くもりぞら 可ほほえみ

③レジャー○○○無料利用券 （伺４ページ）
　佳シート 加プール 可ランド

④○○○学習コーナー （伺１２ページ）
　佳夏休み 加春休み 可冬休み

⑤子ども会○○○○○大会 （伺１８ページ）
　佳ラグビー 加ワラビー 可ドッヂビー

☆「大泉まつりの思い出」を教えてください（お答

えの中から、広報おおいずみに掲載させていただ

きます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　７月２９日晶

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□５月号の正解

　①－研、②－硯、③－研、④－絹、⑤－絹
□応募総数　７１通で正解は７１通でした

□当選者（敬称略）

元吉祐弥（１区）横田基江（１区）穴原浩司（５区）

太田哲也（６区）木村秀美（９区）木村美緒里（１４区）

備前島文子（１７区）服部光江（１７区）服部卓夫（１８区）

宇田淑江（１８区）橋本真知子（１９区）石坂文子（２１区）

岡部高房（２３区）川島俊行（２３区）鶴林勝子（２３区）

関口澄江（２４区）小林恵（２５区）新藤勉（２６区）

松木武（２７区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！
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大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

好きなこと

サッカー観戦をすることが好きです。休みの日に

は自分もサッカーをして楽しんでいます。

自分の性格

物静かで落ち着いていると思いますし、友だちか

らもよく言われますね。

 宮  腰 　 延  三 さん　（１７歳）
みや こし えん ぞう

将
来
の
夢
は
？

高
校
で
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
始

め
た
い
と
思
い
、
弓
道
部
に
入
部

し
ま
し
た
が
、
今
で
は
毎
日
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

弓
道
二
段
を
取
得
し
て
い
ま
す

が
、
在
学
中
に
よ
り
上
の
段
を
取

得
し
た
い
で
す
ね
。
昨
年
、
遠
的

種
目
で
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
残
せ

な
か
っ
た
の
で
、
今
年
も
全
国
大

会
に
出
場
し
、
昨
年
以
上
の
結
果

を
残
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
一

生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

学
校
・
学
年
は
？

県
立
大
泉
高
等
学
校
普
通
科
の
３

年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

受
験
生
な
の
で
、
休
み
時
間
は
友

だ
ち
と
進
路
に
つ
い
て
話
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
授
業
で

は
英
語
が
得
意
で
、
海
外
に
住
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来
は
英

語
を
生
か
す
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
苦
手
な
漢
字
も
克
服

す
る
た
め
に
、
繰
り
返
し
書
い
て

覚
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

遠
的
種
目
で
優
勝
し
、

目
指
す
は
全
国
大
会
出
場
！

どんなちびっ子？

ちょっぴりこわがりだけど、

元気で優しい男の子です。

好きなものは？

好きな食べ物はくだもの。

好きな遊びは戦いごっこで、

いつも敵をやっつけていま

す。

パパ・ママからひとこと

７人きょうだいの６番目。け

んかもするけどとっても仲

良し。健康で元気に大きく

なってね。「いつも笑顔の

あるくん」が大好きです！！

 小  此  木  或  斗 くん
お この ぎ ある と

（１８区・３歳）

【
逆
さ
に
映
る
展
望
台
】

　
６
月
中
旬
、
久
々
の
晴
れ
間
に

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
外
に
行
く
と
、
田

植
え
も
一
段
落
し
、
の
ど
か
な
田

園
風
景
が
…
。
ふ
と
水
面
を
見
て

み
る
と
、
逆
さ
に
映
る
い
ず
み
の

杜
の
展
望
台
を
見
つ
け
ま
し
た
。こ

の
日
は
風
も
な
く
、
波
が
立
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
鏡
で
映
し
た
か
の

よ
う
に
き
れ
い
に
写
っ
て
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
逆
さ
○

○
を
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
秋

に
な
り
、
黄
金
の
穂
の
中
に
立
つ
い

ず
み
の
杜
の
展
望
台
を
見
る
の
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。



広報おおいずみ　Ｈ28.7.10　Vol.838 (18) 

優勝めざして
繰り広げられた熱戦

子ども会ドッヂビー大会

６月１９日、町民体育館を会場に「第４回大泉

町子ども会ドッヂビー大会」が行われ、白熱

した試合が繰り広げられました。観客席から

は大きな声援が送られ、「低学年の部」では吉

田東子ども会、「全学年の部」では吉田西①子

ども会が見事優勝し、平成２９年２月開催予定

の郡大会への切符を手に入れました。

田植え体験

田植えを頑張ったあとは
泥んこになって遊んだよ！
６月８日・１４日の２日間、町立保育園児による

田植え体験が行われました。子どもたちは、慣

れない田んぼの中で足をとられて転びそうにな

りながらも、一生懸命に苗を植えていました。

田植えの後には、待ちに待った泥遊び！園児た

ちは泥だらけになって広い田んぼの中を駆け

回ったりして、みんな楽しそうにはしゃいでい

ました。

▲

北
保
育
園

▲

西保育園
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広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

よろこびを表現して
人々を魅了しました

大泉町文化協会芸能展示発表会

活きな世界のグルメ横丁・フリーマーケット

「社会を明るくする運動」

犯罪や非行のない地域
をつくるために…

６月２４日、役場3階大会議室で、第66回「社会

を明るくする運動」が行われました。これは、

「すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人たちの更生について理解を深め、それぞ

れの立場において力を合わせ、犯罪のない地域

社会を築こう」とする全国的な運動です。

６月２６日、いずみ緑道花の広場・水の広場で

「活きな世界のグルメ横丁」と「フリーマーケッ

ト」が開催されました。初開催となったフリー

マーケットには約20店舗が参加し、年代物のア

ンティーク品から掘り出し物まで幅広く出品さ

れ、多くの来場者が訪れていました。

アンティーク品や掘り
出し物を多数出品！

６月１８日・１９日の２日間、文化むらを会場に、「第

４５回芸能展示発表会」が行われ、それぞれの団

体がメインテーマの「よろこび」を表現。芸能の部

では、民謡やダンス、舞踊などが披露され、展示

の部では絵画や生け花、書道などの作品が飾ら

れ、訪れた多くの人を楽しませていました。

大泉町企業情報交換会大泉町企業情報交換会

企業同士の交流が
盛んに行われました

６月３０日、文化むらで大泉町企業情報交換会が

開催され、町内外から90社、166人が参加しま

した。会場には企業PRコーナーや試食コーナー

が設けられ、情報交換会では企業同士の交流が

盛んに行われ、多岐にわたる業種の情報や意見

などを交わしていました。



発
行
日
　
2
0
1
6
.7
.1
0
／
発
行
　
大
泉
町
役
場

〒
3
7
0
-0
5
9
5
　
大
泉
町
日
の
出
5
5
番
1
号

7
. 1
0
　
V
ol. 8
3
8

編
集
　
広
報
情
報
課

緯
0276・

63・
3111　

F
A
X
0276・

63・
3921　

http:/ /w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
６
月
　
日
、
ス
バ
ル
運
動
公

１９

園
で
「
平
成
　
年
度
大
泉
町
消

２８

防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
に
１
度
行
わ
れ
る
こ
の

大
会
で
見
事
優
勝
に
輝
い
た
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
の
第
１
分
団

第
２
部
と
準
優
勝
の
第
１
分
団

第
１
部
は
、
７
月
　
日
に
中
央

１０

消
防
署
で
行
わ
れ
る
太
田
支
部

競
技
大
会
に
出
場
し
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
第
２
分

団
第
２
部
は
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
支
部
大
会
当
日
は
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
応
援
に
行

け
ま
せ
ん
が
、
訓
練
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
上
位
入
賞

を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
成
）

㈱遠藤製作所　群馬工場

№３４

▲コントロールボックスの組立て ▲電装ボックスの組立てやハーネス加工をしている群馬工場

「
品
質
を
褒
め
ら
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
し
、
お
客
様
か
ら
頼
り
に

さ
れ
る
こ
と
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
も
の
で
す
ね
」
と
話
す
遠
藤

さ
ん
は
、
代
表
取
締
役
社
長
と

し
て
会
社
全
体
の
管
理
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
の
中
で
は
、

電
線
加
工
か
ら
組
立
て
、
納
品

ま
で
を
自
社
で
行
っ
て
い
る
た
め
、

お
客
様
の
使
い
勝
手
の
良
い
作

業
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
、
迅
速
な

▲代表取締役社長

 遠  藤  裕  之 さん
えん どう ひろ ゆき

対
応
が
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す

と
続
け
ま
す
。
従
業
員
が
快
適

な
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と
も
心
が
け
て
お

り
、
従
業
員
と
の
心
の
つ
な
が
り

も
大
切
に
し
て
い
る
遠
藤
さ
ん
に

今
後
の
目
標
を
伺
う
と「
今
は
自

動
販
売
機
関
連
を
主
に
手
掛
け

て
い
ま
す
が
、
業
務
用
冷
蔵
庫
や

医
療
機
器
な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
よ
り

多
く
の
人
に
私
た
ち
の
技
術
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
事
を
し
て
、
よ

り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

住　　　所：大泉町古海７３６－５

会社の概要：１９７３年９月、滋賀県草津市で設立

し、２０１５年４月、古海に群馬工場を設立し、現

在は本社と２拠点で営業しています。本社では、

ワイヤーハーネス製作、電線・ケーブルの端末

加工を行っており、群馬工場では従業員数は約

３０人、主に自動販売機の電装ボックスや機械部

品の組立て、ハーネス

加工を手掛けており、

２００４年にはISO１４００１、

２００５年にはISO９００１を

取得するなど、より

いっそう品質面、環境

面に配慮した生産体制

を整えています。


